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●
開
催
日
時
　
5
月
2
2
日
午
前
1
0
時

●
開
催
場
所
　
み
や
こ
町
商
工
会
大
会
議
室

●
出
席
音
数
　
7
2
名

第
1
号
議
案

用
平
成
2
6
年
度
み
や
こ
町
商
工
会
事
業
報
告
書
・

収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
承

認
の
件

㈲
平
成
2
6
年
度
み
や
こ
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
特
別
会
計
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決

算
書
承
認
の
件
　
（
監
査
報
告
）

第
2
号
議
案

㈲
平
成
2
7
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
決
定
の
件

㈲
平
成
2
7
年
度
み
や
こ
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
特
別
会
計
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

決
定
の
件

㈲
平
成
2
7
年
度
共
同
販
売
拠
点
整
備
事
業
特
別
会

計
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
決
定
の
件

第
3
号
議
案

平
成
2
7
年
度
一
時
借
入
金
最
高
限
度
額
等
決
定

の
件

第
4
号
議
案

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
5
号
議
案

役
員
補
欠
選
任
の
件

以
上
5
議
案
が
上
程
さ
れ
、
林
龍
平
議
長
の
も

と
慎
重
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
ど

お
り
に
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
重
点
事
業

①
全
職
員
に
よ
る
巡
回
訪
問
指
導
の
充
実

⑧
創
業
・
経
営
革
新
等
個
別
経
営
課
題
の
後
方

支
援

③
経
営
発
達
支
援
事
業
の
取
り
組
み

④
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
推
進
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会　長

城戸津紀雄

平
成
2
6
年
度
は
、
長
年
の
悲
願

で
あ
り
ま
し
た
小
規
模
企
業
振
興

基
本
法
が
成
立
し
、
全
国
の
中
小

企
業
の
中
で
も
9
割
を
占
め
る
小

規
模
企
業
に
小
規
模
企
業
対
策
予

算
が
倍
増
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
活
か
し
、

商
工
会
は
会
員
事
業
所
の
持
続
的

発
展
を
基
本
に
提
案
力
を
一
層
高

め
、
町
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
な
が
ら
伴
走
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
国
・
県
・

町
の
予
算
の
大
幅
増
額
を
受
け

て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
総
額

一
億
五
千
万
の
発
行
、
国
の
事
業

を
活
用
し
て
地
域
の
優
れ
た
商
品

を
販
売
す
る
拠
点
（
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
）
　
設
置
事
業
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
会
員
の
皆
様
に
ご
支

持
さ
れ
お
役
に
立
つ
商
工
会
を
目

指
し
て
、
役
職
員
一
同
精
一
杯
努

力
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

共
同
噸
売
拠
点
整
備
事
業
性
取
り
組
み
ま
す

こ
の
事
業
は
、
み
や
こ
町
商
工
会

が
事
業
主
体
と
な
り
地
域
産
品
等
を

共
同
で
販
売
す
る
拠
店
を
設
置
し
、

を
設
け
地
域
産
品
等
に
関
す
る
情
報

発
信
施
設
を
作
る
も
の
で
す
。

全
国
商
工
会
連
合
会
か
ら
の
全

小
規
模
事
業
者
の
商
品

展
開
力
・
販
売
力
の
向

上
等
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
事
業
で
す
。

具
体
的
に
は
、
豊
津
物

産
直
売
所
に
隣
接
し
て

建
築
面
積
約
鮒
2
m
の
箱

も
の
を
建
設
し
、
各
種

工
房
や
販
売
コ
ー
ナ
ー

額
補
助
金
で
行
う
も
の
で

実
施
期
間
は
平
成
2
8
年
2

月
末
ま
で
で
す
。
現
在
実

行
委
員
会
を
設
置
し
、
農

地
関
連
の
変
更
申
請
を
行

い
、
予
定
で
は
9
月
か
ら

建
設
に
向
け
た
工
程
で
準

備
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

創
業
者
は
も
ー
お
す
ず
め
経
害
塾
開
催
し
ま
す

京
築
4
商
工
会
（
み
や
こ
町
、
築

上
町
、
吉
富
町
、
上
毛
町
）
　
は
、
各

町
と
緊
密
に
連
携
し
創
業
者
に
も
お

勧
め
の
経
営
塾
を
開
催
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
、
廃
業

開
業
・
創
業
し
た
い
皆
さ
ん
も
合
せ

て
応
接
し
ま
す
。

現
在
、
詳
細
に
つ
い
て
調
整
中
で

す
が
、
9
月
か
ら
1
月
ま
で
計
5
回

（
経
営
、
財
務
・
会
計
、
人
材
育
成
、

率
が
開
業
率
を
上
回
る

現
状
な
ど
地
方
経
済
が

抱
え
る
課
題
が
山
積
す

る
中
、
こ
れ
ま
で
毎
年

4
商
工
会
と
県
連
合
会

と
の
共
催
で
開
催
し
て

い
た
経
営
塾
に
創
業
の

視
点
を
プ
ラ
ス
、
さ
ら

に
は
行
政
と
の
連
携
を

強
化
し
て
ふ
る
さ
と
で

販
路
開
拓
、
創
業
・
経
営

計
画
）
　
を
予
定
、
ま
た
各

行
政
担
当
課
窓
口
と
商
工

会
に
創
業
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご

相
談
に
応
じ
る
体
制
を
整

え
ま
す
。

詳
し
く
は
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等
で

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

罰
匂
劇
団
圃
副
詞
詞
閏
割
剰
」

第
1
回
　
腰
寵
愛
閏

平
成
2
7
年
度
は
、
国
の
経
済
対
策

と
地
方
創
生
を
目
的
に
福
岡
県
・
み

や
こ
町
・
み
や
こ
町
商
工
会
が
連
携

し
て
販
売
総
額
1
億
5
千
万
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
を
実
施
し

ます。6
月
か
ら
第
1
回
目
の
販
売
分

7
千
5
百
万
円
の
販
売
を
行
い
、
全

て
完
売
し
ま
し
た
。
今
回
は
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
先
行
予
約
受
付
・

販
売
を
試
験
的
に
行
い
、
通
常
販
売

で
は
買
え
な
い
人
に
も
広
く
利
用
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
訳
は
、

●
予
約
販
売
額
2
千
万
円

●
通
常
販
売
額
5
千
5
百
万
円

の
販
売
を
行
い
完
売
し
ま
し
た
。

た
だ
今
第
2
回
日
の
販
売
予
定
の

準
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

第
2
回
日
販
売
も
好
評
だ
っ
た
先

行
予
約
受
付
・
販
売
と
通
常
販
売
の

2
本
立
て
で
行
い
、
広
く
多
く
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

です。ま
た
、
み
や
こ
町
役
場
が
発
行
主

体
と
し
行
っ
て
い
る
「
子
育
て
応
援

券
」
約
2
千
9
百
万
分
も
並
行
し
て

流
通
し
て
お
り
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
分
を
含
め
併
せ
て
約

1
億
9
千
4
百
万
円
分
の
商
品
券
が

流
通
し
ま
す
の
で
商
品
券
換
金
登
録

店
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
ま
す
が

田

ご
協
力
願
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ほ

ど
の
商
品
券
が
町
内
に
て
流
通
し
ま

す
の
で
、
自
店
へ
の
抱
え
込
み
に
ご

利
用
い
た
だ
き
、
売
上
増
へ
一
工
夫

し
て
い
た
だ
く
よ
う
願
い
ま
す
。
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平
成
2
6
年
度
に
引
き
続
き
、
2
7
年

度
も
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を

対
象
と
し
た
補
助
金
の
公
募
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

み
や
こ
町
商
工
会
で
も
会
員
の
方

か
ら
の
ご
相
談
を
受
け
、
申
請
支
援

を
行
い
ま
し
た
。
補
助
金
内
容
と
利

用
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

（
販
路
開
拓
の
為
の
経
費
の
一
部

を
補
助
）

●
利
用
例

・
新
商
品
の
開
発

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
チ
ラ
シ
製
作

・
店
舗
改
装

②
も
の
づ
く
り
補
助
金

（
革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス
開
発
・
も

の
づ
く
り
等
に
対
し
、
設
備
投
資

等
経
費
を
補
助
）

●
利
用
例

・
ク
ラ
ウ
ド
型
の
高
齢
者
見
守
り

シ
ス
テ
ム
開
発

・
医
療
機
器
制
御
部
品
の
試
作
開
発

③
中
小
企
業
販
売
力
強
化
支
援
事
業

（
商
談
会
・
物
産
展
等
へ
の
出
展

費
用
を
補
助
）

●
利
用
例

・
出
展
ブ
ー
ス
料
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
料

※
補
助
金
に
は
申
請
期
間
が
あ
り
、

期
限
後
は
申
込
で
き
ま
せ
ん
　
（
8
月

7
日
現
在
、
①
～
③
の
補
助
金
公
募

は
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
）
。

※
補
助
金
申
請
は
審
査
が
あ
り
、
不

採
択
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最

、

華

経
営
支
援
員

安
村
　
あ
ゆ
み

●
趣
味
　
登
山
・
映
画
観
賞

●
ひ
と
こ
と
　
4
月
1
日
付
で

竹
本
支
援
員
の
後
任
と
し
て

参
り
ま
し
た
。
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の

程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経
営
支
援
員

城
戸
　
有
紀

●
趣
味
　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
家

族
旅
行

●
ひ
と
こ
と
　
4
月
1
日
付
で

み
や
こ
町
商
工
会
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
。
早
く
仕
事
を

覚
え
て
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
様
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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当社は昭和21年に創業し、以来69年にわたり犀川地区で建
具屋を営んでいます。材料からこだわり、木材は丸太を丸ご
と買い上げ、木材加工から建具製作まで手作業で行います。
手作りだからこそ様々な仕様に対応可能で、お客様の詳細な
ご要望にもお応えすることができます。今後も製作～取付
け、アフターメンテナンスまでしっかり、丁寧に対応してい

〈ホームページ：http：／／西Iil建具製作所．fukuoka．jp〉

代車； l喜計 � � � �　こ1r：‾ご「‾「 →‘一・霊‘薫聖 � 

JS■賀”十二「＝‾ 

ss　′′ �� �‾I �一・議 

、ど； �l � � �‾i＼、滞撃 � � � 

離日 ��� �一二∴＝ 　　　　　　∴i脆二．、 堕二二二 
開業15年、地域の文化（美術）の向上と振興をはかり、さ 

らに地域の美術の拠点として努力してまいりました。お �����、陰様 
で地元をはじめ北九州、福岡、筑豊、山口、大分など幅広い 
作家さんやフアン及び関係者の皆様の支持を得まして「内容 
及び量ともに地域最高のギャラリーだ」とのおぼめを頂き誠 
に光栄に思っております。さらに今後は、美術（アート）だ 
けではなく、地域の「町おこし」を考えております。つまり 
「美術、観光、食事、園芸」などの総合的なギャラリー �����を目 

指し、精進していきたいと考えております。どうぞ宜しくお 願い致します。 

臆幌成2 ��砲80月から一一 

マ千㌔ ��チタ7高三が国民ああなきまお吉と舌鴫最 大準備は進んでいますか？ 
1．1」導 ） 

＿看漢爵 �轍＝導駆り函艦　　　“ 
★　マイナンバーの導入に瞭し、事業者のみなさまは、社会保障や税の手練さのため、従業具の
方々からマイナンバーを馳持し、適切に管理・保管する必要があります。

従業員数の少ない事業者では、以下のチェック）ストを参考にしてください。㌔

＜担当者の明確化と番号の取得＞

ロ　マイナンバーを扱う人を、あらかじめ決めておきましょう（給料や社会保険料
を扱っている人など）。

ロ　マイナンバーを従業員から取得する際には、利用日的（「源泉徴収票作成」「健
康保険・厚生年金保険届出」「雇用保険届出」）を伝えましょう。

ロ　マイナンバーを従業員から取得する際には、番号が間違っていないかの確認と
身元の確認が必要です。
①頭軍費の付いている「値入番号カード」か、②10月から届くマイナンバーが

書いてある「通知カード」と「運脆免許証」などで確認を行いましょう。
芯獅寅で曳；Ll引篭鷲がi分できている語合ま、茜号だiナ陳BLでくださいノ‾1）しバイトやハートの万も、マイナンバーの喬号t富農や9元辱よがを嬰となります

＜マイナン′、＿の館．保管；tl薩臣事”浸∴章一墜三
田　マイナンバーが記載された書類は、カギがかかる棚や引き出しに大切に保嘗す

るようにしましよう。撫理にパソコンを購入する必要はありません。

ロ　パソコンがインターネットに楼籍されている場合は、ウイルス対策ソフトを最
新版に更新するなどセキュリティ対策を行いましょう。

ロ　従業員の退職や契約の終了などでマイナンバーが必要なくなったら、縞かく裁
断するなどマイナンバーの書いてある書類を廃業しましよう。パソコンに入って
いるマイナンバーも削除しましよう。

＜従業員の皆さんへの確認事項＞
ロ　裏面を掲示板に貼るなどして、従業員の皆さんに通知が届く時期や何に使うか

など、基本的なことを知ってもらいましょう。

ご不明な点はマイナンバーのコールセンター
0570－20－0178へ
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みなさんこんにちは。デパート勤務等を経

て平成5年にみやこ町勝山の201号線沿いに

開業し、今年で23年目に入りました。現在は

ギフト用品・婦人服・介護用品等の販売を中
l心に事業を営んでいます。

ひとつひとつの厳選した商品を通じて、お

客様が心身ともに活き活きとした人生を過ご
せるお手伝いが出来るよう、お客様の声を大

事にしながら、前職での商品知識やセンスを

活かしてお客様それぞれにマッチしたご提案
をしています。

お店の名前のようにいろんな方が気軽に集

まれる店作りをこれからも続けていきます。

今後ともよろしくお願いします。

豊㌦∴言、∵∴当売
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●
普
通
貸
付

利
率
　
（
1
．
3
％
－
3
．
0
％
）

（
資
金
使
途
、
返
済
期
間
、
担
保

の
有
無
等
に
よ
っ
て
異
な
る
利

羨
十
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
）

●
経
営
改
善
貸
付

利
率
（
1
．
2
5
％
）

（
従
前
よ
り
商
工
会
等
の
経
営
指

導
を
受
け
て
い
る
方
で
、
推
薦

を
受
け
た
方
が
対
象
で
す
。
）

※
利
率
は
、
平
成
2
7
年
7
月
1
0

日
現
在
の
も
の
で
、
金
融
情
勢

に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。


